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第15回総会名古屋会議の成果
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今日の社会が要求するソフ トウェ
ア開発に頁献するまめ ."ソフ トr'-Jェ
LJJ封品,ソ}トリエアシステムに対
する7-ロセス.支援ツール,支援技
術の標準化 チミンシ『ンとしで同
際 標 準 化 の 活 動 を進 め て い る
ISO/lECJTCl/SC7の活動状況を紹
介します.また,本年5月に名古崖
で開催された第15回総会名古屋会議
の成果を紹介します.
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ソフトウェアなしに今日の社会が成
立しないことは,多くの人の認めると
ころです.また,社会が高速に変化し,
新しいソフトウェアを短期間に市場に
出すことが必要とされています.この
要求にこたえるためには,ソフトウェ
アの開発技術 を共通化 ･普遍化 し,
誰にでも使える技術とするとともに,
技術の評価を可視化することが重要で
す｡このため,王SO/IECJTCl/SC7
(以下 ,SC封 は,｢ソフトウェア製
義,ソフトウェアシステムに対するプ
ロセス,支援ツ-井,支援技術の標準
化｣をミッションとし,ソフトウ孟ア
開発に関連 した技術 (Software
Engineeying:ソフトウェア技術)の
標準化に取り組んでいます.
ここでは,SC7の活動状況および本
草5月に名古屋で開催 された第15回
総会 津ienaryMeeも豆mg)名酋屋会
議の成果を述べます川.
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SC7には,投票権 を持つメンバ国
(Pメンバ)が28カ国,投票権のない
メンバ国 (0メンバ)が18カ国参伽!し
ています.2000年度には,国際標準
持S)投票4件を含む合計45件の国際
投票がありました.また,毎年 1回総
会を開催 し,各WGは毎年 2回以上
の国際会合を開催 して,懸案事項を
審議 しています.
図m=SC7のミッションに関連する
他の標準化グループや専門分野を示し
ます.その活動範囲の広 さがお分かり
いただけると思います,また,標準化
の検討を共同で行うリエゾンは31あり
ます.
現在SC7には11のⅥ:'Gがあります.
羨m=SC7の全WGとその主要標準化
チ-マを示 します.欠番が生 じている
のはき混乱を防ぐためWG番号の再利
用をしていないためです.
世の中ですでに広 く使われている標
準 (deFactostandard)をISOの標
準 とする仕組みをPAS (Pubiic又y
AvailableSpecifications)と呼び
ますが,SC7ではこれを積極的に活用
し,世の中の早い動きに対応していま
す.
以下で,主要なWGの活動を詳しく
述べます.
lWG2(ト､キ.lLメンテ･-シ.=iン :
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表1　SCγのWGと主要標準化テーマ
ドキュメンテーション
CASEツールの適爾
ソフトウェア製贔の晶質評儀と測定
システムライフサイ撒ルプロセスの定義
ソフトウェアの完全性
ソフトウェアプロセスの評髄
機能的規模測定
ソフトウエア灘定プロセス
◎［）P一企業欝藷
品質管理
CASEデー参交換形式とオープン分散ドキュメンテーション
開発にかかわるすべての文書とその内
容についての標準化を進めています。
従来は紙の文書が主たる検討対象でし
たが，時代の要請に合わせて，オンラ
イン文書の標準化も検討しています．
本WGの成果には，　ISO／IEC　9127
User　documen伍tion　and　cover
information　　for　consumer　soft－
ware　packagesなどがあります．
■WG6（評価と測定法l
　Evaluati剖融d　M緩rics）
　ISOバEC　9鷲6シリーズでソフト
ウェアの品質特牲と測定法を，
膓SO日EC　14598シリーズでソフトウェ
アの製品評価プロセスを標準化してき
ました．しかし，利用者の利便性の向
上，内容の重複の排除，記述の不十
分な部分の補強の必要性が顕在化し
てきたため，SQuaRE（S◎ftware
q田ガty　requirements　and　eva1甑一
t沁n：ソフトウェア品質要件と評価）
の旗印の下，新しいシリーズの標準制
定を行うこととしました。現在までに，
利用ガイド，品質測定法の参照モデ
ル，品質要求および基底測定法の4件
のNWI（新規作業項目）を作成しま
した。
，WG7（ライフサイクル管理1
　しi杷Cycle　Ma磁ge瀟㊧醍）
　ソフトウェアライフサイクルプロセス
（ISO／IEC鷲2⑪7）およびソフトウェ
アやハードウェアを取り込んだシステム
レベルのライフサイクルプロセス
（ISO／IEC　15288）の標準化を行っ
ています．これらの標準は，システム
の調達，購買等の契約，管理，企画，
開発，運用，保守に至るプロセスを定
義しています。これにより，巨大なシ
ステムからシステムLS亙，組み込みシス
テムに至るまでのさまざまな業種，業
務にわたる「共通語」をつくり上げま
した．現在，ISO／IEC　122⑪7に再利
用，リスク管理，知識管理などの新た
なプロセスの追加などの検討を進めて
います．
麟WG箏（ソフトウェアの完全性l
　S◎舞照rdnねg蹴y）
　ソフトウェアの安全性を含むリスク
抑制機構の完全性（インテグリティ）
に関する標準ほSO／IEC　15026）の
策定を進めてきました．現在，安全関
連分野で主流となっているIEC　61508
への対応，事故履歴から学習・蓄積
される「べからず集」のソフトウェァ
への導入のため，阻CTC56からプロ
翻
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ジェクトを移し，現標準を分割する検
討を進めています．
羅WG栂（プロセスアセスメン
　ト：P沁磯ss　Ass㊧ssme就）
　プロセスの診断，改善，評価を行う
プロセスアセスメントの標準化を進め
ています．現在は。1998年に完成し
たTR　155縫（技術報告書）シリーズ
を基に，これを国際標準αS）にする
検討を行っています．また，ISOバEC
15288が扱うシステムプロセスを対象
とした診断，改善，評定を15504シリ
ーズの適用範囲に含めることも検討し
ています．
●WG¶2（機能的規模測定法1
　許囎cti◎隙1＄萎鶏M釦＄購鵜櫛e離）
　ソフトウェアの規模を機能に着目し
て表現するFuncti◎盤I　Size　Mea－
s肚ement（FSM）手法の標準化を
進めています（ISO／IEC　14143シリ
ーズ）。1998年に「概念の定義」を標
準化し，現在この標準の適用法などに
関する標準，技術報告書の検討を進
めています。また，FSMの具体的な手
法であるCOSMICFFPの標準化検討
も開始しました．さらに，このWGの
活動の副産物として，3つの団体が持
つ手法をPASによりFSM手法として国
際標準にする検討が始まりました。
國WG13（ソフトウェア測定プロ
　セス：S◎ftwa陀Me縫s購e瀟e継
　Pr◎⑳s＄）
　すべてのソフトウェア技術および管
理に適用できるソフトウェア測定プロ
セスを定義する標準の策定を進めてい
ます．検討は，標準策定の最終段階
に入っており，まもなくISO／IEC
15939として制定される予定です．
圏WG罐8（晶質管理：Q騰融y
　納a獺9鱒纐†）
　品質管理の標準としてよく知られて
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いるISO　900⑪シリーズにおけるソフト
ウェアの品質管理（9⑪⑪0－3＞を充実
させるために，ISO　TC176からプロ
ジェクトを引き継いで，改訂検討を開
始しました．
■WG19（◎DPとモデリング言語：
　Open　Distrlbut白d　Pぎocessing
　and　M◎de”ing　Lang照ge）
　CASEデータ交換形式であるCDIF
（C◎mm⑪rl　Data　Interchange　For－
mat）の標準化を進めてきました．こ
れらは，まもなくISO／IEC　15474，
15475，15476として標準制定される
予定です。
　また，ODP関連の種々の標準化作
業も進めており，これらもまもなく標
準として制定ほSO／IEC　14769，
15437など）される予定です。
　さらに，PASにより制定される予
定のlso／IEC　195014　Unified　Mod一
eling　Lan獅age（UML）－Part　l：
Specificationのコメント処理などの付
帯作業も本WGで行っています．
　日本国内では，標準化国際活動に
対応して，SC7専門委員会配下，9
つのWG小委員会を設け，それぞれが
およそ1回／月の頻度で会合をもって
活動しています．活動には産業界各方
面から約1⑪⑪名の委員が参加していま
す．
　本年3月の第62回情報処理学会
で，SC7の活動を紹介する標準化セッ
ションを催しました田．
本年5月握日～18日の5日間，名
㊥N廿技術ジャーナル2肌9
古屋市の名古屋国際会議場で第斑回
のsc7総会（Plen鑛y　Me硫輌ng）が
開かれました。参加者は2⑪力国（うち
0メンバ1力国），1麟名に上りまし
た．目本からの参加は56名でした．
　この間，さまざまな懸案事項が審議
され，最終日には35項目の決議が採
択され，成功裏に総会を終了しまし
た．図2に名古屋会議の模様を示しま
す．
　本総会で特筆すべき点は，各WGの
会議室に閉域LANを設置し，ファイ
ル交換などの効率を高めたこと，自由
にインターネッ1・にアクセスできる設備
を用意したこと，液晶プロジェクタや
電子白板を用意し電子的に会議を行
う環境を整えたことです．これは，会
議の効率を飛躍的に向上させ，会議
参加者から大変好評でした。また，総
会にはNTTが開発した会議支援シス
テムComComWare（3）を配備し，賞
賛を得ました．これらにより，日本の
技術力，組織力を示すことができたと
考えます、
　ソフトウェア技術の国際標準策定に
貢献するISO／IEC　JTC1／SC7の最近
の活動状況を述べました。あらゆるも
のがソフトウェアに頼っている今日，
SC7の活動はますます重要になると考
えます。このため，SC7自身も自己変
革を進めており，筆者も微力を尽くし
たいと考えています．
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